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校内研修推進全体構想図

武本部 の精神で 未来を 担い，明日を 切り拓く 人づくり

国の施策・法的根拠 学 校 教 育 目 標 学校・子どもの実態

◇ 日本国憲法 ◇中央審議会 【 つよく ・ゆたかに ・かしこく 】 ◇ 校長・教師の教育理念・指導力
◇ 教育基本法 ◇SDGsと連動 ○ ねばり強く た く ま し い 子 【体】 ◇ 児童の実態と将来への夢や希望
◇ 学校教育法 Society5.0 ○ 明 る く 心 ゆ た か な 子 【徳】 ◇ 学校課題，めざす学校・教師像
◇ 学習指導要領 学校Ver.3.0 ○ よく 考 え 進んで 学習する子 【知】

県・町教育委員会施策 本校教育の重点実践事項 保護者・地域の実態

◇ 沖縄県教育振興基本計画 ◆「時を守り，場を浄め，礼を正す！」 ◇ 保護者の「期待」と「ねがい」
◇ 学校における指導の努力点 ①「関 わ る 力」人間関係構築能力 ◇ 地域社会の実態，「期待と要望」
◇ 県学推「授業改善3つの視点」 ②「見つめる力」見通しを持ち計画性 ◇ めざす保護者（父母）像
◇ 本部町教育の主要施策 ③「向 か う 力」課題解決へ向かう態度 ◇ 幼小中学校保護者の連携・融合
◇ 本部町学力向上推進施策 ④「決 め る 力」決断力と実践意欲 ◇ 本部小中校区学推の施策

⑤「進 む 力」協働的に前へ進める実行力

学習規律の徹底 本 校 の 校 内 研 修 推 進 の 基 本 理 念 授業改善の視点

○ 活動・構成・対話 （１）「教育目標」と「教育課題」の内容を関連づける 組織力ＵＰ→教師力UP
○ ベル席,03秒黙想 （２）年度の「重点課題」と「研修主題」の内容を関連づける ①日常化する「授業改善」

○ 学習用具の準備 （３）既存の学校内の組織と研修組織を関連づける ②そろえる「組織的実践」

○ 授業の見通し （４）「児童の変容」につながる成果と研修計画を関連づける ③ささえる「発達の支援」

○ 対話のUD化 （５）研修内容と教育実践の相互補完の視点から関連づける ④見通す

○ 言語力・表現力 （６）「児童からスタート」して，「児童に返す」研修を心がける 「学校組織マネジメント」

○ 授業評価と改善 （７）実質的な「知恵」を出し合う場として位置づける ⑤つなげる

○ 自己肯定感の高揚 （８）教師一人一人の「持ち味」を生かす場として位置づける 「学校連携・地域連携」

STEP 1 「自己肯定感 の高まり」 STEP 2 「 学び・育ち の実感 」 STEP 3 「 組織的な 関わり 」

① 授業像（授業の型）を共通理解 ① 教師の「みとり」を明確化する ① 子供の成果，教師の成果に分ける

② 学習規律の確認と徹底指導を行う ② 達成する為の具体的手段を吟味 ② 記憶ではなく，具体的記録に残す

③ 支持的風土づくりの取組を強化 ③ ＩＣＴを活用した情報活用能力 ③ 仮説と成果との客観性を確認する

④ 板書計画・ノートの使い方を確認 ④ 根拠を踏まえた言語活動（5W1H） ④ 授業像と成果との整合性を確認

⑤ 対話型の授業「自信を持って発言」 ⑤ 体得・納得・習得へ結びつける ⑤ 成果と学校教育目標との整合性

⑥ 互見授業を全員一学期までに実施 ⑥ 習得・活用・探究へ「横断的学習」 ⑥ 成果を成績（点数）と成長で観る

■ テーマ : 『生きて働く力』 の基盤となる 「新しい時代に必要とされる資質・能力」 を育む！

サブ・テーマ : ～ 学びの質を高める「３つの視点」を踏まえた「算数科の授業改善」を通して ～

「自己肯定感」の高まり 「学び・育ち」 の 実 感 「組織的」 な 関 わ り

［視点１］ 自己肯定感 の 高まり ［視点２］ 学 び ・ 育 ち の 実 感 ［視点３］ 組 織 的 な 関 わ り

(1)「規範意識・マナー」の向上 (1)求められる「３つの資質・能力」 (1)学校力ＵＰ→教師力ＵＰへ繋げる
○「挨拶」や「返事」の習慣化を徹底指導 ○生きて働く「知識・技能」の習得 ○組織的な「授業改善」を、教師力へ繋ぐ
○「他と認め合う」「思いやる心」を育む ○未知に対応「思考力・判断力・表現力」 ○互見・公開・研究授業を活発に実践する

○より良い社会「学びに向かう力・人間性」
(2)「対話型」の授業を通して (2)教育課程の「量」と「質」の向上
○「違う意見」を聴く，自分の考えも伝える (2)「主体的・対話的で深い学び」の実現 ○週案を通し「子供」と「教材」をつなぐ
○「自己有用感」「自尊感情」を高める ○友の考えから，交流を通して学びを広げる ○週案を通し「計画」と「実践」をつなぐ

○自分の考えを吟味して，学びを深める
(3)「探究活動」を通して (3)新学習指導要領や他学年の繋がりを
○みんなで協働して最後まで活動できる (3)教科の「横断的・総合的」学びへ繋ぐ ○教材の系統性，繋がりを確り分析を行う
○気づき，見つめ，問題発見できる素養 ○学習過程を振り返り新たな「問い」を持つ ○改訂の意義・趣旨をしっかり踏襲する

○自己の生き方へと，自己実現を目指す ○系統性を持たせた、教材分析をおこなう

『 みとる 』活 動 と 連 動 す る 教 師 の 役 割

『 聴 く 』 『 つなぐ 』 『 もどす 』 『 ケアする 』

①その子の発言が教材のどこ ①｢教 材｣と｢子ども｣を繋ぐ ①行き詰まったら教材に戻す ①子どもの目・手・仕草・表情か
に繋がっているのか ②｢子ども｣と｢子ども｣を繋ぐ ②走り過ぎたら，本時の課題， ら困りを感じ寄り添いケアする

②既習事項（前の発言）のど ③｢本時｣と｢前時まで｣を繋ぐ ねらいに戻す ②教材観・児童観・指導観にケア
こと繋がっているのか ④｢教室の学び｣と｢実生活･実 ③個からグループ活動に戻す のヒントが潜んでいる

③別の子の発言のどこと繋が 社会｣を繋ぐ (キャリア教育) ④グループから全体の場に戻す ③本時でのケア，本時前のケア，
っているのか（認め合う） ⑤その子の｢今｣と｢未来｣を ⑤全体から個の学びへ戻す 本時後のケアを準備する

④その子の「内なる声」に心 繋ぐ ⑥既習事項や基礎的事項に戻す ④「からだ・こころ・あたま」の
を傾け，寄り添ってあげる （現在位置）→（目指す位置） ⑦その子が「自力解決（自己決 一体化したケアを補完する

定）」できる所まで戻す
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